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校長 平田 賢司

平成１６年，福山小学校が現在の場所に移転された際，校
舎落成記念のひとつとして，空撮写真を印刷した下敷きが作
成されました。市民プールは改修前，遊具もまだ設置されて
いません。校庭中央の人影は，当時の児童と職員なのでしょ
う。およそ９０名で輪をつくっています。○は校舎建設時の
現場事務所と思われ，撤去後は３本の桜が定植されました。
２０年の歳月を経て，今年もまた，進学・進級する子どもた
ちを祝う可憐な花が咲き誇っています。

平成１７年の学校要覧を見ると，当時は児童数８３名・職員数１３名・計９６名，完成
したばかりの真新しい校舎や校庭で，賑やかな学校生活を送っていたと思われます。その
後は，校区内の子育て世代の減少等により，児童数も減少の一途をたどっています。平成
２１年には３・４年複式学級開設，平成２２年には５・６年複式学級開設，平成２４年に
は特認校制度が導入されましたが，なかなかその効果もなく，平成３０年には完全複式学
級となりました。きめ細やかな個別指導による学力向上や地域の教育素材を活かした体験
活動を推進するとともに，本校の魅力を広く発信することを継続しながら，さらなる学校
存続の手立てを考えなければなりません。
さて，令和６年度がスタートしました。卒業や転出により児童数は４名，本年度１・３・
５年に在籍がなく，２年単式，４・６年複式の２学級編成に伴い，職員数は１減になりま
した。学校運営上，さらに厳しい体制になりました。
このような状況ではありますが，極小規模学校の強みをいか
し，「自分のよさを思う存分に発揮でき」「自分に自信が持
てる」ように，創意工夫を重ねて教育活動を展開します。そ
して「今日も元気に登校し，明るく学び，一つ成長して下校
する楽しい学校」を目指します。
本年度も皆さまのご協力をよろしくお願いします。

霧島市立福山小学校 学校だより 令和６年度４月発行

よろしくね!!

ある科学者の実験です。魚を飼っている水槽の真ん中に透明な仕切り板をつけ
ました。最初は板にぶつかっていた魚たちも，その範囲が分かり，次第にぶつか
らなくなりました。しばらくして，仕切り板を外しても，その環境に慣れた魚た
ちは，水槽の半分の広さしか泳ぎませんでした。では，元通りに水槽全体を泳ぎ

回らせるにはどうしたらよいのでしょう。答えは実に簡単。新しい魚を１匹入れるだけでよいので
す。半分の環境を知らないその魚は，最初から自由に泳ぎ始めました。しばらくすると，ほかの魚
たちも水槽全体を泳ぎ始めたといいます。同じ環境に慣れ親しむことのよさはあります。しかし，
出会いによって，新しい発想やアイデアが生まれることがたくさんあります。そのひとつが，転入
生や新しい先生方との出会い。新年度がスタートしました。異動により半数以上の職員が入れ替わ
りました。個々の知恵や工夫で，教育活動のより一層の充実を期待しています。

ちょっと独り言



今年度は４人の教職員
が，転入してきました。
７人の職員で子どもた
ちと関わっていきます。

７日(火) 「命の教育の日」
１１日(土) 家庭教育学級開級式

引き渡し訓練・ＰＴＡ愛校作業
１３日(月) 運動会振替休日
１７日(金) 運動会準備 市P連総会
１８日(土) 第７回福山小校区合同運動会
２２日(水) 体力テスト（～26日）
２４日(金) スケッチ大会
２９日(水) 耳鼻科検診
３１日(金) 不審者防犯避難訓練

福山小学校ホームページ
ＵＲＬ
http://www5.synapse.ne.
jp/hukuyamashou/

福山小学校ブログ
ＵＲＬ
http://hukuyamashou.syna
pse-blog.jp/hukuyama/

歴史と文化の地 黒酢の里

自然豊かな「福山小学校」で
学びませんか？
少人数の特色を生かした

お問い合わせは，教頭まで
TEL＆FAX ５５－２０３０

児童・教職員・保護者・来賓・地域の皆様
が一堂に会し，卒業生をお祝いすることがで
きました。
中学校でも楽しい学校生活を送ってほしい
と思います。
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校 長 平田 賢司

教頭・２年担任 松村 千賀 県立南薩少年自然の家

４・６年担任 久木田 直樹

養護教諭 福留 愛子 霧島市立平山小学校

事務職員 小原 浩輔 志布志市立山重小学校

学校司書 黒田 華奈子

学校主事 藏元 優子 霧島市立牧之原中学校

体育や音楽の授業，給食時間は，全校
児童で活動しています。昼休みは先生方
も一緒に遊び，新学期の子どもたちの様
子を見守っています。

【給食時間と体育学習の様子】

【昼休みの様子：大谷グローブでキャッ
チボール・みんなでドッジボール】


